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MFJ-989D instruction Manual

前書き

ローラーインダクターチューナーMF」 -989Dは 、米国のアマチュア無線向けの法制限を考慮

に入れた 1500Wの CWア ンテナチューナーである。MF」 -989Dは 、50オーム出力のリニ

アアンプ、送信機または トランシーバーを実際に使われている多くのアンテナにマッチングさせるよ

うに設計されている。進行波電力と反射波電力のピーク値と平均値およびSWR値 をMF」 -989

Dの照明付き 2針交差メーターで表示することができる。

MF」 -989Dは 、ローラーインダクターを使用した丁マッチ回路を利用している。これは、1.

8から30MHzの 周波数帯において連続的にチューニングすることができる。ダイポールアンテナ

や垂直、ホイップ、ビーム、ワイヤーアンテナ等多くのアンテナのチューニングを行うことができる。

リヤパネルには、同軸と単線または2線のフィーダー線用コネクタがある。内蔵バランIま、平衡線と

ペア線または2軸フィーダー線に使用できる。

内蔵の6ポジションアンテナ選択スイッチは、付属の50オームダミーロー ド、 2つの同軸出力、

または平衝出力を選択できる。同軸出力は、チューニング出力 (チ ューナー回路を通過)と 直接出力

(チューナー回路をバイパス)が選択できる。

耐電力について

チューナーに関する耐電力評価システムの標準はない。「電力」という言葉の使用のされ方 (すな

わち「3KWチ ューナー」等)は、リニアアンプの能力を真のRF出力電力で評価せず、ピーク入力

電力で評価された時代から続いている。例えば、「1000Wジ ョンソンロマッチングボックス」は、

1000Wの プ レー ト変調 AM送 信 機 (4KW PEP送 信 機 入 力、 3000W PEP RF出 力 )

として動作すると評価 されていた。ヒースキッ トの「 SB-220」 は、 2KWア ンプと呼ばれてい

たが、 CW出 力は約 600Wで あつた。「マッチングチューナーJは、 2KWチ ューナー と呼ばれて

いたが、これ らのチューナーを安全に運用できるのは、 CWで 600W、 SSBで 1200W PE

Pであつた。

FCCが、リニアアンプの電力評価システムを変更したため、まもなくチューナーについてもフォ

ローされるだろう。最も典型的な 1500Wの チューナーは、CWで 400-600W、 SSBで 6

00-900W PEPで 安全に運用できるようにしている。しかし、MF」 -989Dの 仕様は、

1500W連 続 1分間の試験を完了しており、SSBと CWでの法的制限電力で安全に運用できる。

負荷の状態とチューニング設が、やはリチューナーの電力運用に大きな影響を与える。Tマ ッチ回

路は、通常高い周波数帯での高負荷インピーダンスにおいて、より大きな電力で運用できる。Tマ ッ

チ回路チューナーにおける最も悪い動作環境は、低インピーダンスの容量性リアクタンス負荷である。

Tマ ッチ回路チューナーは、 160m帯 における低インピーダンスの容量性リアクタンス負荷の時、

常に最も小さい電力で運用しなければならない。

このチューナーの耐力を上回らないようにこのマニュアルのガイドラインに従うこと。



SWR/Wメ ーターの真のピーク値
進行波電力と反射波電力のピーク値と平均値およびSWRは 2針交差メーターで測定できる。照明
付き2針交差メーターはアンテナチューナー回路また|まスルー回路のどちらででも使用できる。電力

計は、アンテナセレクターの二つの同軸直ダイレクトポジションのいずれかにアンテナセレクターを

セットすることによリチューニング回路を通らずに使用することができる。電力計はアンテナセレク

ターのどのポジションでも動作する。メーターを機能させるためには電源が必要である。電源は外部

の12V DC電 源 (マイナス接地のみ)または、内蔵の9Vト ランジスターラジオ用電池で供給可
能である。

進行波電力と反射波電カメーターのフルスケールレンジは、Hl(3000W)ま たはLO(30
0W)を選択するレンジスイッチによリコントロールできる。もし、送信機を出力300W以 上で動
作させるのであれば、Hl(押 し込んだ状態)のポジションにセットする。もし、送信機を300W
以下で動作させるのであれば、LO(復帰した状態)のポジションにセットする。
尖頭電力 (PEP)|よ、 PK/AVG POWER押 しボタン (中央)を PK(押 し込んだ状態)の

位置で計測できる。ピーク電力と平均電力は、FSKま たは FMの無変調キャリアの測定に利用する。
これらのモー ドのメーターの読みは、 PK/AVGボ タンが押 し込まれているか復帰 しているかでど

ちらかになる。SSBに おいての PEPメ ーターの読みは、2トーン試験信号変調の平均電力の 2倍

でなければならない。

SSBにおいて、平均電力に対するPEPの比は、変調する音声特性の違いによって変化する。ほ
とんどの音声において、PEPの読みは平均音声電力の読みの3から5倍である。最も正確な尖頭電
力の読みは、連続したキャリア、音声または、2トーン試験信号変調でのみ得られる。通常の音声変

調の範囲では、電カメーターは、一般的に、真の尖頭電力の70%を示すに過ぎない。
進行波電力は、左側のFORWARDメ ータースケールで表示される。このスケールは、0から3
00Wに調整されており、300W(LO)の 位置で直読できる。それぞれのピケット (スケールマ
ーク)は、10W以 下は 5W、 10か ら100Wの 間は 10W、 100か ら300Wの 間は 25Wを

表す。3000W(HI)の 位置において、進行波電力のスケールは、 10倍する必要がある。それ

ぞれのピケットは、loow以 下は50W、 100か ら1000Wの 間は100W、 1000か ら3
000Wの 間は250Wを 表す。
反射波電力は、右側のREFFLECTEDメ ータースケールで読み取る。反射波電力は、300
W(LO)の 感度が選択されているときフルスケール60Wであり、3000W(Hl)が 選択され
ているときフルスケール600Wで ある。
最も正確な電力値は、メータースケールの半分より上側で読み取れる。完全に一致しない状態で電

力を計測する場合、真の電力値を読み取るには、反射波電力から進行波電力の読みから差し引かなけ

ればならない。

SWRIま、111か ら無限大のレンジの九つの赤いSWR曲線から直接読み取ることができる。S
WRは、進行波と反射波電力の針が交差する点を見ることによって測定できる。SWRは、針が交差
した点に最も近い赤い曲線で示される。このメーターにより、面倒でなく時間をかけずにSWRの測



定調整ができる。

電力計を動作させるためには、電源を用意する必要がある。チューナーの内部に9Vの電池を取り
付けるか、オプションのMF」 -1312B電 源供給器など、外部 12V DC電 源を利用すること
ができる。裏側パネルのジャックには、中心導体がプラスでスリーブがマイナスの2.lmmプ ラグ
を接続することができる。マイナスのリー ド線はチューナー内部で接地されている。外部電源を使用

するとき、9Vの電池を外す必要は無い。内蔵ランプ|まメータースケールのパックライ トとなる。ラ
ンプ回路は、外部の 12V DC電 源より電源供給される。外部電源なしでランプ照明はできない。
LAMP ON/OFFス イッチによリメーターランプのオン・オフを行う。

注意 :電池を取り付けることなくチューナー操作することは勧められない。そうでない場合、電池の

リー ド線が内部の高電圧部品と接触し、これが原因でメーター回路に永久的な損傷を与えるかもしれ

ない。この理由により、電池のリー ド線は出荷前にシャーシに固定して取り付けられている。

電池の装着

1.上面カバーの 12のねじを取り外し、ゆっくりとカバーを持ち上げる。
2.電池クリップは、シャーシの右前の角にあるローラーインダクターのカウンターブラケットに取
り付けられている。

3.電池の上にコネクタをはめ込み、マウントクリップの中に電池を挿入する。コネクタのリー ド線
が現在の状態や動いた状態で他の部品に接触しないか確認する。

4.カバーとねじを元に戻す。

アンテナセレクター

ANTENNA SELECTORは 、裏面パネルの二つのSO-239同 軸コネクタに直接また
はチューナー回路を経由の切り替ができ、50オームのダミー負荷、単線または平衡フィーダーアン

テナに切り替ができる。

導入方法

注意 :チューナー操作中に筐体裏面に触れられないところに設置すること。

チューナーは、動作させるのに便利な場所に設置する。任意の単線や平衡線を使用する場合は、

絶縁体を介したセラミックフィー ドに高い高周波電圧がかかる可能性がある。これらの電圧は、

送信時に端子に触れた場合、深刻な高周波やけどを引き起こす可能性がある。チューナー動作中、

これら端子に不意に接触することがないところにチューナーを設置すること。

チューナーは送信機とアンテナの間に設置する。同軸ケーブル (RG-8/Uな ど)を利用して、
送信機 (ま た はア ンプ)と チューナー裏面に TRANSMITTERと 記 された コネクタとを接

2.



続する。

3.アンテナとチューナーは次のように接続する。
A.同軸フィーダー線をANttENNA SELECTORス イッチで選択された 1または 2の

同軸線 (直接供給またはマッチング回路を通ったもの)の同軸コネクタに接続する。

B.任意長のワイヤーまたは単線アンテナは、ユニットの裏にあるWIREコ ネクタに接続しな
ければならない。

付記 :単線や任意長アンテナは高周波火傷の危険を避けるルー トを確保すること。

C.平衡フィーダー線 (オープンワイヤー、ツイン線、 2軸線)は、BALANCED LIN
E端子に接続する。また、表示されているところにジャンパー線を接続する。

4.設置端子は、 RFアース線を接続するために設けられている。

操作方法

ローラーインダクターは、表示カウンターの数値が「000Jでほぼ最大のインダクタンスとなり、
「o90」 でほぼ最小のインダクタンスとなる。キャパシターは、「0」 で最大のキャパシタンス容

量となり、「10」 で最小の容量となる。簡単に言うと、周波数が高くなるにつれて、通常のコント

ロール位置は、他の機器のように時計回りに回転していく位置になる。

付記 :通常、最大電力で運用し最小のロスを得るには、最大のキャパシタンス容量 (0に最も近いと

ころにセット)で使用する。また、可能な限り最小のインダクタンス (可能な限リカウンター

の数値を大きくする)で使用する。

数値を大きくしていくと、(使用する周波数において)マ ッチング範囲が広がる方向になる。これ

がチューナーの効率と許容電力を低下させることも覚えておく。

1.エキサイターをダミー負荷で調整する。(多 くの半導体送信機は50オームに予備調整されてい

るのでダミー負荷での調整が不要である。)

2.ANTENNA SELECTORで 目的のアンテナ を選択す る。

3.ANTENNAと TRANSMITTERダ イアル を以下の位置に合わせ る。
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POWERス イッチを LOと AVGの メーター位置にセッ トする。
4.最小のインダクター位置 (カ ウンターが最も大きい数値)か ら開始 し、最も少ない電力 (25W
以下)を供給しながらインダクターつまみを反時計回り (イ ンダクタンスを付加する方向)に回



推奨する調整値の表

周波数 (MHz) 送信機 インダクター (カウンター表示) アンテナ 多亀季寺(オーム)

1.8 0 44 1 50

1.8 0 20 1.5 600

2.0 0 50 1 50

2.0 1 27 1.5 600

3.5 0 71 1.5 50

3.5 4.5 52 0.5 600

3.75 0.5 72 Й 50

3.75 5 55 2.5 600

4.0 1.5 72 3 50

4.0 6 56 3 600

7. 15 1 81 4 50

7.15 7 70 0 600

10.1 1 81 5 50

10.1 8 75 1 600

14.2 4.5 77 5.5 50

14.2 8.5 81 0.5 600

18.1 7.5 81 6 50

18.1 9 84 1 600

21.ユ 7.5 85 8 50

21.2 9 85 2 600

24.9 8 86.5 8.5 50

24.9 9.5 86.5 8 600

28.5 9 87 9 50

28.5 9.5 89 6 600

す。反射波電力が最小で進行波電力が最大 (SWRが最小)になるよう調整する。以下に推奨す
るインダクター位置より上のどこかで最小の読みが現れる。

5.最 も反射波電力 (と SWR)が 小 さくなるように、ANTENNAダ イアル、 INDUCTOR、

TRANSMITTERダ イアルの順序で調整する。反射波電力がゼロになるまで数回このステ
ップを繰り返す。

6.5のステップでswRが 1:1に届かなかったならば、l NDUCttORダ イアルを時計回り(カ

ウンターが小さい値になる方向)に回して再度ステップ5を繰 り返す。最大の電力運用と効率化



のために、適切なアンテナマッチングを許容する範囲で前面パネルの数値をより最小 (最大キャ

パシタンス)になるよう常に合わせる。これは、チューナー内の最大電力運用と最小電カロスを

保証する。

7.必要に応じて、電力を上げ (looWを超えない)、 反射波電力が最小で進行波電力が最大 (S
WRが 最 小 )に な る よ うに ANTENNAと TRANSMITTERダ イ アル を微 調 整す る。 電

力を停止する。

8.最小の SWRに チューナーを合わせた後はリニアアンプを起動 してもよい。また、METERス

イッチはHIポジションにしておかなければならない。そして、アンプを製造元の説明書にした
がってチューニングする。

9.チ ューナーのすばやい再調整のために、それぞれの帯域の INDUCTORと CAPACiTO

Rのセッティング値を記録 しておく。

付記 :ア ンテナマッチングが許容される範囲で、TRANSMITTERと ANTENNAキ ャ

パシターが前面パネルの最も小さい値にセットされ、lNDUCTORが 最も大きいカウ

ンター値にセッ トされたとき、最大の電力で運用できる。このガイ ドラインに従うことに

より、最大の電力運用能力と効率、そして最も危険が少ない調整が得られる。

操作上の注意

1.こ のチューナーは広いチューニングレンジを持つように設計されている傍 ら、キャパシターのチ

ューニングレンジには限界がある。いくつかのアンテナは、調整できる範囲に対して、より大き

いまたはより小さいキャパシタンスを必要とするかもしれない。このような場合、SWRが 1:
1まで下がらないかもしれない。もし、SWRが使用するリグで制限されている値より高ければ、
チューナーのチューニングレンジ内にインピーダンスが入るようアンテナまたはフィーダー線

の長さを調整するとよい。

2.チ ューナー を調整するとき、TRANSMiTTERと ANTENNAの ダイアル を最 も小 さい

値 に し、 lNDUCTORの カウンターの値 を最大にす るようにす ると、よい SWR値 が得 られ

る。これはまた、チューナーロスの低減と電力定格の増加をもたらすであろう。

3.も し、 INDUCTORカ ウンターが調整範囲外にずれてしまったら、 lNDUCTORを 反時

計回りにいつぱい回す。そこで、小さいスクリュー ドライバーか鉛筆で、カウンターの右側の穴

にあるリセッ トボタンを押す。これでカウンターが「000」 にリセッ トされる。

警告

1.チ ューナーは、上部カバーを開けて運用しないこと。送信中にチューナー内部の部品に触れると

痛みを伴う高周波火傷を受ける。

2.送信中は、ANTENNA SELECTORス イッチを回さないこと。スイッチに恒久的な損

傷を与える恐れがある。

3.チ ューナーは運用中、裏面の端子に触れられない場所に設置すること。接続された単線や平衡線



には使用中高電圧が印加される場合がある。

4.雷が発生中は、すべてのアンテナをチューナーから取り外すこと。
5.通常ローパワー (すなわち、100W以 下)で調整する。調整が完了してから最大電力を加える
こと。

6.SWRは ハイパワー (100W以 上)で送信する前に調整すること。高いSWRで 長時間送信し
ないこと。

困つたとき

もし、調整に失敗したならば、すべての接続をダブルチェックし、手順に従つて再度調整してくだ

さい。インダクタンスが一杯 (カ ウンター値が小)でキャパシターがオープン状態 (前面パネルの数

字が大)で使用していないか確認すること。

もし、定格電カレベルでチューナーにアークが生じたら、すべての接続をダブルチェックし、手順

に従つて再度調整してください。このチューナーの定格電力|ま、CWの高周波電力1500Wで ある。
運用する周波数において負荷調整が許される限りの最少量のインダクタンス (カ ウンター数値が大)

と最大のキャパシタンス (ダイアルロ盛り小)で必ず使用すること。

付記 :も し、1 6 0rnバ ンドで運用中チューナーがアーク放電したならば、送信機の出力電力を下げ

る必要がある。

もし、スイッチをダミー負荷や他のアンテナに切り替えてチューナーの調整を行つてもまだうまく

いかない場合、「アンテナシステムのヒント」の項を読んでください。

接地のヒント

高周波妨害を最小にするために、単線の給電線 (ウ ィンダムやロングワイヤーアンテナなど)は他

の導体から遠ざけなければならない。単線フィーダーが平行に張つてあり、チューナーに接続した線

が屋外の大地に適度にクローズしてあるならば、放射は最小になるであろう。アンテナ給電線は、ア

ークまたは不測の接触を防ぐために十分な絶縁が行われるべきである。

安全のために、良好な直流と高周波接地をとつてください。単線フィーダーを使うときには、良好

な高周波接地をとることが特に重要である。単線フィーダーを使うとき、チューナーは単線給電線に

強力な流れを作るための何かのしかけが必要となる。もし、良好な高周波接地が利用できないならば、

高周波は通常、電源線 (高周波妨害 )、 送信機のオーディオ回路 (高周波のフィー ドバック)、 オペレ

ーター (高周波火傷)に帰路する。

水道管と接地棒は、DCと ACにおいて安全な接地がとれるが、これらは単導体であるために、し
ばしば高周波接地としては不十分なことがある。接地棒はそれ自体が信頼できる高周波接地としてlま

ほぼ役に立たない。

高周波接地は、広いエリアに広げるとはるかに良くなる。特に、これらを機器の接地点に直接複数



接続して使用したときに。水道管、暖房用ダク ト、そしてフェンスは接地として動作する可能性があ

る (特に、これらが複数のワイヤーで相互に接続されている場合 )。 しかし、最も良い高周波接地は、

ラジアルや複数線のカウンターポイズである。ラジアルとカウンターポイズは、高周波エネルギーに

対して低表皮抵抗である。

高周波と雷電流は導体の表面を流れる。網または織導体は、雷や高周波電流に対して高い表皮抵抗

を持つ。高周波や雷に対する接地線は、広くて滑らかな表面であることが必要である。高周波や雷の

接地線は、リー ド線がフレキシブル性を必要としない限り、その使用を避けること。

警告 :オペレーターの安全のために、良い外部接地、または水道管接地を取り入れMF」 -989D
の筐体に接続すること。また、送信機や他の局付属装置にも安全な設置を確実に行うこと。G
RAUNDと 記された蝶ナットの端子が接地線の接続箇所である。

アンテナシステムのヒント

オペレーターの安全のために、良い外部の接地または水道管接地をいつも導入し、MF」 -989
Dの筐体に接続すること。また、安全な接地は送信機や他の局付属装置に確実に接続すること。GR
OUNDと 記された蝶ねじの端子が接地線の接続箇所である。
設置場所

最もよい効率を得るためには、端給電のロングワイヤーアンテナは、使用する周波数において少な

くとも四分の一波長でなければならない。水平ダイポールアンテナlま、可能な限り高く何もないとこ

ろに設置し、少なくとも三分の一波長でなければならない。良い高周波接地は他のほとんどの送信装

置の信号を寄与する中、良い高周波接地をとることはロングワイヤーやマルコニー型のアンテナを用

いるとき特に重要である。

マッチングの問題

最も多くのマッチング問題は、チューナーに対して非常に高いインピーダンスをアンテナシステム

が持つたときに起こる。アンテナインピーダンスが給電線のインピーダンスより非常に低かったとき、

四分の一波長の奇数倍の給電線がチューナーに対して非常に高いインピーダンスが低いアンテナイ

ンピーダンスに変化する。同様の問題が、アンテナのインピーダンスがめちゃめちゃ高い場合や送信

ラインが半波長の整数倍であるとき起こる。半波長のラインがチューナーに対する非常に高いアンテ

ナインピーダンスが繰り返される。間違ったフィーダー線やアンテナ長が、非常に難しく調整が不可

能な不完全なアンテナシステムを実現する。

ひとつの例として、四分の一波長 (60か ら70フ ィー ト)の奇数倍のオープンワイヤーを半波長

(100か ら140フ ィー ト)ダイポールとして80メ ーター帯で使用されるときこの問題が起こる。
四分の一波長の奇数倍の線は、チューナーに対してダイポールの低インピーダンスを3000オ ーム
以上に変化する。これはミスマッチした給電線が1/4波長の奇数倍の長さだからである。このライ
ンはアンテナインピーダンスを反転 (またはシーソー状態)する。

この同じアンテナの例で、40メ ーター帯においてもまた一つの問題が起こる。給電線が半波長(6



0か ら70フ ィー ト)の複数倍であれば全波長の高インピーダンスアンテナ (100から140フ ィ
ー ト)に整合する。半波長のラインはチューナーに対して高いアンテナインピーダンスを繰り返す。

このアンテナシステムは、 40メ ーター帯でチューナーに対して見かけ上数千オームになる。

これは、電圧が数千ボル トに到達することから、チューナー内のパランと絶縁に大きなひずみをも

たらす。これは筐体でのアーク放電や発熱を引き起こす。

以下の助言がチューナーを用いたアンテナマッチングの難しさを削減してくれる。

¬.四分の一波長の奇数倍の長さに近い高インピーダンスの給電線を用いた半波長マルチバンドアン

テナにセンター給電をしないこと。

2.半波長の整数倍の長さに近いいかなる給電線を用いた全波長のアンテナにセンター給電をしない

こと。

3.も し、このチューナーがマルチバンドアンテナをチューニングできないならば、 1/8波長の給
電線 (チ ューニングしないバンドに対して)を加えるか減らして再度試してください。

4.半波長に設計された周波数の下のバンドでG5RVま たはセンター給電ダイポールに負荷をかけ
ないでください。もし、80メ ーターアンテナで 160メ ーターを運用したいならば、無線局接地
に対するロングワイヤーとしてのどちらかまたは両方の導体に給電してください。

高インピーダンスのオープンワイヤー線を用いたダイポールアンテナのマッチングや給電の問題

を避けるために、線の長さを以下に保つてください。 [最悪の線長を鍵括弧に示す]

160mダ イポール :35-60,170-195 or 210-235 feet  [130,260 ftを避ける]
80mダイポール :34-40,90-102 or 160-172 feet [66,135,190 ftを 避ける]

40mダ イポール :42-5',73-83,112-123 or 145-155 feet[32,64,96,128 ftを 避ける]
より高いバンドを乗せるには、給電線の若干の切り取りや延長が必要かもしれない。

警告 :

問題を避けるために、ダイポールアンテナはより低いバンドでフルの半波長でなければならない。

160メ ーター帯において、通常給電の 80または40メ ーターアンテナは、給電点抵抗が数オーム

程度と極端に反応するであろう。80メ ーターの半波長ダイポール (またはこれより短いもの)に 1

60メ ーターの負荷を載せたら、信号とチューナーの両方に障害を与えることになる。80または4

0メ ーターのアンテナで 160メ ーターを運用するための最も良い方法は、ロングワイヤーとしての
給電線ワイヤー (並列で)のどちらかまたは両方に負荷を載せることである。このアンテナ |ま、無線

局接地に不利に働くTアンテナのように動作する。

技術的援助

もし、この装置に何らかの問題が生じたならば、まずこの説明書の適切な章をチェックすること。

もし、問題が説明書で参照できず、説明書を読んでも問題が解決しなかつたら、MF」 技術サービス



662-323-0549ま たIま MF」 工場662-323-5869へ 電話してください。装置、

説明書そして無線局の情報など技術者がたずねる質問に答えることができたならば、良い援助が受け

られるであろう。

また、質問を郵送や電子メールで送ることもできます。問題に対する明確な説明と、どのように装

置を使つているか正確な解説、無線局の正確な説明を書いて送ってください。

チューニング記録表

下の表を利用して無線局のチューニング値を記録してください。この表をコピーしてチューナーに

貼つてください。

周波数 (MH z) 送信機 インダクター (カ ウンター) アンテナ

¬. 8

2. 0

3. 5

3. 75

4. 0

7. 15

10. 1

14. 2

18.1

21. 2

24.9

28.5

10
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